
学校の話題 町内小中学校の様子をお知らせするため、
定期的に掲載を行っています。

　いよいよ令和８年度がスタートしました。今年度は､ 新１年生33名を迎え、全児童数は241名となり
ました。３月に校舎に入り、掃除が行き届いていると思い、聞いてみると、子どもたちが朝のボランティ
ア活動で掃除を頑張っているということでした。みんなのために頑張る子どもたちがたくさんいること
が分かり、ワクワクしました。そこで、教育目標を「『みんなの笑顔のために』行動できる児童の育成」
にしました。
　就任式では、みんなの笑顔のために大切にしてほ
しいことを話しました。
１「あいさつ」
　気持ちのよいあいさつでみんなを元気に、笑顔に
しましょう。
２「あんぜん・あんしん」
　学校は、勉強するだけでなく、友達と関わりなが
ら成長していく場所です。ルールを守るだけでなく、
悲しい思いになる言葉や行動、いじめは決して許さ
れることではありません。一人一人がみんなの安全を守り、安心して学校生活ができるようにしましょう。
３「ありがとう」
　「ありがとう」は、感謝を表す言葉。みんなを笑顔にする素敵な言葉をたくさん使いましょう。
　児童一人一人の笑顔が輝く１年になるよう全職員一丸となって頑張ります。ご理解、ご支援をよろし
くお願いします。

　三加和小学校の児童会活動は、「一人ひとりが輝き、子どもが主役の
学校」を目指し、子どもたちが中心となって取り組んでいます。
　４月14日火に米田教育長とランチミーティングを行いました。「笑顔
輝き　魅力あふれる和水町　～自分たちにできること～」について昨年
度考えたことや「あいさつの木」についての取組等について振り返りま
した。その後、委員会活動の時間にあいさつの活性化について考え、新
たな取組として、昇降口でのあいさつ運動の実施、生活目標を発達段階
に応じて次のように設定しました。
　１～３年生：目を見て、大きな声であいさつをしよう。
　４～６年生：立ち止まって、笑顔であいさつをしよう。

　「子どもまんなか」の考え
のもと、自分たちの学校を
よりよくしようと、考え、話し合い、工夫しながら活動を
進めています。あいさつ運動や集会活動では、「友達が大好
き」「学校が大好き」と感じられる学校づくりを目標に、み
んなで力を合わせる姿が見られます。互いの思いを大切に
しながら関わり合う中で、思いやりの心や協力する力も育
まれています。
　今後も児童会活動の充実を図りながら、笑顔と活気あふ
れる学校をみんなでつくっていきます。

令和８年度のスタートです!!

〈三加和小学校〉

〈菊水小学校〉

『みんなの笑顔のために』行動できる児童の育成

よりよい三加和小にするために
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塚原遺跡　土器の出土状況

大原遺跡
遺構検出状況

青銅器

土器

山鹿市方保田東原遺跡出土品（国重要文化財）

家形土器

生
活
記
録
な
ご
み

　

伝
統
や
生
活
文
化
等
の
移
り
変
わ
り
を
後
世
に
伝
え
る
文
集
と

し
て
、
生
活
記
録
な
ご
み
が
第
17
集
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
分

館
の
ご
協
力
に
よ
る
募
集
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
か
ら
自

由
応
募
へ
と
変
更
し
ま
し
た
。
戦
争
に
関
す
る
記
憶
な
ど
、
職
員

の
取
材
に
よ
る
寄
稿
も
で
き
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
、
ご
依

頼
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。�

社
会
教
育
課

　
私
に
と
っ
て
９
年
間
の
給
食
の

時
間
は
、
た
だ
の
食
事
を
す
る
こ

と
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
学
ぶ
時
間
で
し
た
。
そ
し
て
一

日
の
中
で
も
大
切
な
時
間
で
し

た
。
私
は
食
べ
る
こ
と
が
好
き
で
、

い
つ
も
学
校
に
来
た
ら
「
今
日
の

献
立
は
何
だ
ろ
う
」
と
献
立
表
を

確
認
し
て
い
ま
し
た
。
好
き
な
献

立
の
と
き
は
、
自
然
と
笑
顔
が
増

え
、
給
食
は
友
達
の
仲
を
よ
り
深

め
て
く
れ
ま
し
た
。
私
の
苦
手
な

食
べ
物
が
出
て
き
て
、
少
し
嫌
だ

な
と
思
っ
て
も
苦
手
な
味
が
せ
ず
、

い
つ
も
お
い
し
い
給
食
に
感
動
し

ま
し
た
。
私
が
つ
ら
い
と
き
で
も

給
食
の
お
か
げ
で
頑
張
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
私
の
９
年
間
の
給

食
は
一
日
の
中
で
疲
れ
を
癒
し
て

く
れ
る
存
在
で
も
あ
り
、
い
つ
も

給
食
の
時
間
を
待
ち
遠
し
く
感
じ

て
い
ま
し
た
。
９
年
間
の
給
食
は

私
の
心
と
体
の
両
方
と
も
大
き
く

育
て
て
く
れ
た
大
切
な
時
間
で

す
。
給
食
に
関
っ
て
く
だ
さ
っ
た

調
理
員
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。
私
は
こ
れ
か
ら

も
給
食
の
あ
り
が
た
さ
を
忘
れ
ず

に
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

「
9
年
間
の
給
食
の
思
い
出
」

立
石　
池
田　
結
愛（
15
才
）

深
掘
り
！
菊
池
川
流
域
日
本
遺
産
エ
ピ
ソ
ー
ド

～
伝
説
と
文
化
を
た
ず
ね
て
～

〈
弥
生
時
代
の
大
規
模
集
落
〉

　
全
国
的
に
米
作
り
が
始
ま
っ
た
弥
生
時
代
は
、

そ
の
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
集
落
の
規
模
が

大
き
く
な
り
、
人
口
も
増
え
て
き
た
こ
と
が
遺

跡
の
発
掘
調
査
か
ら
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
近
の
調
査
事
例
と
し
て
、
玉
名
市
が
平
成

24
年
か
ら
発
掘
調
査
を
行
っ
た
大
原
遺
跡
（
玉

名
市
岱
明
町
野
口
）
で
は
、
竪
穴
建
物
１
２
８

棟
、
掘
建
柱
建
物
６
棟
な
ど
弥
生
時
代
か
ら
古

墳
時
代
に
か
け
て
の
遺
構
が
重
な
る
よ
う
な
状

態
で
多
数
確
認
さ
れ
、
こ
こ
に
は
当
時
、
大
規

模
な
集
落
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
大
原
遺
跡
は
、

菊
池
川
下
流
域
右

岸
の
有
明
海
を
望

む
標
高
15
ｍ
程
の

台
地
上
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
周
辺
は

弥
生
時
代
か
ら
古

墳
時
代
に
か
け
て

の
遺
跡
が
特
に
集

中
し
て
お
り
、
木
船
西
遺
跡
、
下
前
原
遺
跡
、

塚
原
遺
跡
、
年
の
神
遺
跡
、
山
下
木
佐
貫
遺
跡
、

南
大
門
遺
跡
、
東
南
大
門
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
遺
跡
か
ら
は
竪
穴
建
物
や
大
型
円
形

竪
穴
建
物
が
確
認
さ
れ
、
ま
た
、
廃
棄
土
坑
か

ら
は
マ
ガ
キ
、
淡
水
の
タ
ニ
シ
類
、
干
潟
の
ウ

ミ
ニ
ナ
類
な
ど
の
貝
類
、
魚
類
、
鳥
類
、
シ
カ

や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
哺
乳
類
の
獣
骨
が
出
土
し
、

当
時
の
食
料
採
集
場
所
や
食
生
活
の
一
端
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
現
在
こ
の
一
帯
は
、
市
道
岱
明
玉
名
線
が
通

り
新
し
い
住
宅
が
立
ち
並
ぶ
住
宅
地
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
山
鹿
市
に
あ
る
国
指
定
史
跡
「
方
保
田
東
原

遺
跡
」
は
、
史
跡
の
一
部
が
芝
生
公
園
と
し
て

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
指
定
に
な
っ

て
い
る
出
土
品
は
、
隣
接
す
る
山
鹿
市
出
土
文

化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

社会教育課
文化係

☎0968（34）3047
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